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　毎年秋、日本福祉大学が東浦町内におい
て開く公開講座に合わせて東浦町郷土資料
館では、テキストに使われた古文書と関連
する史資料を展示するミニ企画展を開催し
ている。昨年の展示テーマは「生路新田の
開発」であった。ここで言う生路新田は、東
浦町生路区の午新田を指す。開発者の愛西
市と開発地の東浦町双方が所蔵する史料に
よって、新田の開発をめぐって起こった訴
訟とその顛末を明らかにする展示であった。
【歴史・民俗】
史料紹介
愛西市佐藤家文書「知多郡生路新田史料」
－新田開発をめぐる訴訟とその顛末－
東浦町文化財保護審議会 委員　鈴木　勝美
図 1　寛政 2年 知多郡生路村絵図 部分（生路区所蔵）
??
?
?
?
?
?
?
?
160
愛西市佐藤家文書「知多郡生路新田史料」
1．生路新田と浅野勘左衛門
　生路新田の開発願主は、須賀村（愛西市）
の浅野勘左衛門であった。浅野家はかつて
は須賀村の庄屋も務めた家柄であったが、
当時は零落し評判も芳しくなかった。勘左
衛門にとって生路村での新田開発は家運を
かけた大事業であった。
　勘左衛門がどのようないきさつで生路村
を新田開発地に選んだかは不明だが、彼が
訪れた当時の様子を【図 1】1790 年（寛政 2
年）の生路村絵図に見ることができる。衣ヶ
浦に臨む海岸線は塩浜が広がり、できて間
もない新塩浜も見える。衣ヶ浦沿岸の村々
では古くから製塩が盛んで、中でも生路村
は『延喜式』に「生
いく
道
じ
塩
しお
」の記載があるほど
古代から製塩の由緒がある。
　しかし、境川による堆積に従って周辺の
村々ではすでに塩田を「塩浜起」の田畑に
転換、さらに海岸線を長く堤防で仕切って
築く大規模な新田開発も行われていた。生
路村でのこうした大規模新田開発を最初に
行ったのが浅野勘左衛門であった。出来し
た新田は、1834 年（天保 5 年）の検地で午
新田と名付けられた。【図 2】の 1841 年（天
保 12 年）生路村絵図では、午新田とその
後新田開発が進んだ様子を見ることができ
る。
2．佐藤家文書の生路新田史料
　佐藤家文書は、佐屋町史編纂過程で収集
された史料である。その中に「知多郡生路
新田史料」と題された縦冊がある。これは、
図 2　天保 12年 知多郡生路村絵図 部分（徳川林政史研究所所蔵）
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開発された生路新田で起こった訴訟の取扱
人を命ぜられた佐屋村の佐藤甚兵衛が、関
係する文書や双方の主張を丹念に写し内済
への経過を記録した史料である。
　以下この史料を紹介しながら、生路新田
の開発と訴訟について経過をたどってみ
る。
（1）新田出来までの経過と訴訟のおこり
　1806 年（文化 3 年）、勘定吟味役・佐屋
代官・鳴海代官より新開許可を得た浅野勘
左衛門は、地代金 250 両の内半分 125 両
を佐屋陣屋に納めて築立に取り掛かった。
生路地先総反数 17 町歩の開発で、堤全長
1289間の工事であった。工期は1年であっ
たが、度々の大風に開発は手戻り、2年後
には資金に行き詰まった。
　勘左衛門は、鯏浦村（弥富市）の茂吉と
平嶋新田（同市）の林蔵に新田の築立を引
請けるよう頼んだ。2人は善太新田（愛西
市）を開発した豪農服部茂左衛門家に出入
りしていた土方普請の者たちであった。茂
吉と林蔵は大金を工面できないと一旦は
断ったが、服部茂左衛門を金主に頼むこと
ができ開発を引請ける決断をした。
　【史料 1】は、茂吉と林蔵が新田の築立を
引継ぐ許可を佐屋代官に願い出た文書であ
る。
【史料 1】
　　　　乍恐奉願上候御事
一須賀村浅野勘左衛門儀、知多郡生路村地
先砂付之場所新開目論見御願申上候処、
御聞済之上被　仰付、則御地代金之内先
達而金子百弐拾五両上納仕築立ニ取懸申
候処、度々風難ニ而手戻リ仕、此上御地
代金䮒築立金才覚難相成由ニ而、私共ニ築
立呉候様相頼申候処、私共儀大金工面難
相成ニ付断申候得共、是非築立呉候様ニ
と相頼申聞候付、金子取賄方善太新田服
部茂左衛門相頼申候得者、右新田只今ニ
捨置候得者　　御上様御為筋も欠ケ、勘
左衛門も難儀ニ相成申候間、私共引請申
候ハヽ築立金共茂左衛門才覚致呉候様申
聞候間、私共右新田引請築立申積リニ御
座候処、（中略）　願之通被　仰付候ハヽ
冥加至極難有仕合ニ可奉存候、以上
　　辰（文化 5年）十月 鯏浦村　　茂　吉
 平嶋新田　林　蔵
　　岡勝右衛門様　御陣屋
　服部茂左衛門が金主となることで代官の
信用を得てこの願いは許可された。勘左衛
門は、茂吉と林蔵へ正式に新田築立て引渡
しの一札と共に、新田許可書と築立仕様帳
を渡した。
　築立を引請けた茂吉と林蔵は、残り地代
金 125 両を 2人の名で佐屋陣屋に納め、さ
らに仲間を募り築立に取り掛かった。地代
金や普請入用金は金主の服部茂左衛門が取
替えて勘定し、都合金 500 両になった新田
出来の時点で茂吉・林蔵ら仲間の者より連
印の借用証文【史料 2】を受け取った。
【史料 2】　　　　
　　　　借用金証文之事
一御米切手金五百両也
此質物ニ知多郡生路村地先砂付之場所、
四ケ年以前寅年致開発候新田壱ケ所、尤
一円差入之申候
但シ右此新田之儀ハ海東郡須賀村浅野勘
左衛門開発御免許被　仰付候処、右勘左
衛門内輪金子操合方不都合ニ付、其段　
御陣屋表江御達申上伺済之上、御証文壱
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通・仕様御調御帳面壱冊・勘左衛門ゟ
拙者共江引請候旨之添証文一通共御渡申
候、将又弐分八掟方反別絵図面一枚之又
御渡申候　　　（後略）
　　文化六年巳六月　　
　　　　海西郡鯏浦村　金借り主　茂　吉
　　　　同郡平嶋新田　同断　　　林　蔵
　　　　同郡鎌嶋新田　同断　　　留　吉
　　　　同郡狐地新田　同断　　　善　六
　　　　同郡鎌嶋新田　同断　　　勝　蔵
　　　　同郡平嶋新田　同断　　　新　六
　　　　海東郡善太新田　同断　　周　吉
　　服部茂左衛門殿
　借用金 500 両の質物に新開の生路新田を
差入れ、勘左衛門から受け取った新田許可
書・仕様帳・添書、小作の掟作絵図面も茂
左衛門に渡した。
　なお、勘左衛門は築立を頼んだ後も新田
願主として開発には関与しており、資材の
盗難にあった時には盗賊を捕え役所に取締
りを願っている。
　1809 年（文化 6 年）6 月、築き残り地は
あったが新田は大方出来し、茂吉・林蔵ら
は新田の築立入用金として金 603 両 3 歩と
銀 2分 1厘を勘左衛門に請求した。ところ
が勘左衛門はその勘定に納得せず、出来の
見分もせずに金 603 両余も懸ったとするは
不審、新開の土坪を改めて勘定すべきだと
主張し支払いを拒んだ。何度の催促にも勘
左衛門は応じず懸け合っても埒が明かない
ため、翌年 3月茂吉・林蔵らは支払いを求
めて訴訟を起こした。
　この訴訟の取扱人に命ぜられたのが佐屋
村の佐藤甚兵衛と犬井村の大河内金兵衛
（後に津島村渡辺新兵衛に交代）であった。
（2）浅野勘左衛門と服部茂左衛門の対決
　再築立入用金 603 両余の支払いをめぐる
訴訟が進展しない内、それまで訴訟から距
離を置いていた茂左衛門であったが、勘左
衛門と直接対決することになる。そのきっ
かけになったのが【史料 3】の新田質流れの
件であった。
【史料 3】　　　
　　　　口上　　　　　　服部茂太夫
一須賀村浅野勘左衛門御願申上候而　御聞
済御座候生路村先新田、辰冬茂吉・林蔵
引請、内輪仲間ニ留吉・善六・勝蔵・新六・
彦次郎・周吉右八人ゟ私江出金致呉候様
相頼候付、追々金子取替、尤　御預り金
も差入都合五百両ニ相成申候、去巳六月
迄ニ新開大方出来仕候付、右八人ゟ五百
両之借用証文請取申候、然処去冬利足相
済不申候付、追々懸合申候処、近々元利
共返済可申旨申候付差延シ置申候、其内
ニ田方植付時分ニ相成申候故難捨置、新
田相渡シ申候哉金子返済致候哉と懸合仕
候処、金子出来不申候間新田請取呉候様
申候付、無拠私江新田一円不残請取、普
請等私ゟ仕大方田方植付申候、右新田私
扣ニ相成申候付御達申上候、以上
　　午（文化 7年）六月
　新田出来の翌年、田植えの時期が近付く
と茂左衛門は茂吉と林蔵に借金を返済する
か新田を渡すか迫った。結局、茂左衛門は
新開の新田一円を質流れとして受取り田植
えを済ませ、新田が自分の控地所となった
と届けた（佐屋陣屋宛か）。当然この行動
に勘左衛門は猛反発をする【史料 5】。
　ところで、茂左衛門は生路新田の願主が
茂吉と林蔵に書き換えられたと思い込んで
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いた。それで、勘左衛門が多額の借金で分
散寸前の身で、生路新田を引当てにさらに
借金をしていることに不審を抱いていた。
勘左衛門が書き上げた借金の総額は 2712
両余で、実際は更に多額と噂されていた。
　次の史料は、不安を感じた茂左衛門がこ
れまでの経緯を聞き合わせた覚の一部であ
る。
【史料 4】　　　
　　　　覚
（前略）　初、岡様（佐屋代官）江御願申上
候節、林蔵・茂吉名前ニ相成候ハヽ御地
代金上納可仕候様申上置候、其後御地代
金御請取ニも茂吉・林蔵与御座候、夫を
今ニ成茂吉・林蔵者陰之人与被仰候而ハ事
別り不申、尤御陣屋御印形御座候儀故茂
吉・林蔵江名前相替り候儀ハ不申上候と
も御存知之儀与存居申候処、今ニ勘左衛
門名前与被仰候、只今承り案外仕候、（後
略）
　　文化八年未三月　　　　服部茂左衛門
　茂左衛門はこの時点で初めて、勘左衛門
が依然として新田願主であると知ったと驚
いている。茂吉と林蔵に名を改めたからこ
そ金主を承知したのであり、茂吉と林蔵は
残り半分の地代金を納めて新田の築立を引
継いだにも拘わらず開発願主になれず陰の
人とは理不尽だと嘆いた。
　この行き違いは佐藤甚兵衛の調べによる
と、茂吉と林蔵が茂左衛門に金主を頼んだ
時の方便で、すでに悪評があった勘左衛門
を不安視する茂左衛門に対して新田願主の
名前を茂吉と林蔵に付け替えたと偽って安
心させていたことが判明した。
　次の【史料 5】は勘左衛門の願書で、金
603 両余の請求に対する主張と、新田を茂
左衛門が質流れで手に入れたことの非法を
訴えた文書である。
【史料 5】
　　　　乍恐奉願上候御事
（前略）　知多郡新田江ハ茂左衛門殿手先
之者差遣、茂吉・林蔵ゟ新田ヲ買請候付
茂左衛門扣新田ニ相成候段右手先之者申
候、私ゟ地所掟置候作人共江申聞、村方
庄屋江も申込邪魔致し候付、甚以迷惑
奉存候付、（略）生路新田堤之儀者、出来
之上立合見分も不仕候而書付ニ而〆六百三
両相懸り候由申越候付甚不審ニ存候ニ付、
私儀新田江相越土坪相改代銀積立候処少
分之代銀ニ而相済申趣ニ御座候　（略）　茂
左衛門殿被申候ハ生路新田ヲ茂吉・林蔵
ゟ買請候由被申候、右新田私ゟ茂吉・林
蔵江売渡不申候地所を茂吉・林蔵ゟ可売
筋合無御座、䮒茂左衛門殿買求られ候道
理無御座候　（後略）
　　文化八年　　　海東郡須賀村
　　　　未六月　　　　　　浅野勘左衛門
　勘左衛門の主張の一つは、茂左衛門が新
田を質流れに自分の控地所とし小作人の掟
作など新田経営に乗り出したことに対し、
新田を茂吉・林蔵に売った覚えはないから
茂左衛門が茂吉・林蔵から買う筋合いはな
い「新田を奪い取ろうとする企み」だとい
う訴えである。これは、茂左衛門が新田の
譲渡を正式に役所へ届けていなかったこと
も指摘され、生路新田の質流れは反故と
なった。
　もう一つは、茂吉と林蔵が請求した築立
入用金 603 両余について土坪を改めて勘定
して欲しいという願いである。これは、後
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日現地で双方立合い見分することとなっ
た。
（3）築立入用金603両余
　取扱人佐藤甚兵衛と渡辺新兵衛は佐屋代
官へ経過報告を提出した。その大意は、「勘
左衛門の新開堤を改め有土を以て勘定すべ
きと云う主張に対し、茂吉・林蔵は破損の
普請もあり現在の有土で勘定するは迷惑と
主張。和熟行き届かず現地で双方立合い見
分したが難航。一旦帰村して新開築立諸入
用や服部茂左衛門及茂吉・林蔵らの出金を
尋ねると、茂左衛門が 342 両出金し茂吉・
林蔵ら仲間の者も茂左衛門に借金して出金
合計 500 両を借用証文にして、その他借り
入れ都合金 603 両余。これを以て入用金と
したという。」
　金 603 両余の根拠は、地代金と入用資材
や人足代などの積算ではなく、茂左衛門と
茂吉・林蔵らの出金及び借入と利足の合計
であった。この内訳は、後に調査した愛西
市所蔵の服部家文書「生路新開勘定帳」に
記載されていた。服部茂左衛門は金の貸し
主という立場をとっているが、実際は茂吉・
林蔵らとの共同出資者でもあった。このた
めか内済で金 603 両余に 1割 5分の利息請
求は認められなかった。
　築立入用金の支払いに取扱人は様々な案
を提示したが、浅野勘左衛門と茂吉・林蔵
ら、さらに金主服部茂左衛門、三方の主張
が合わず難航した。
（4）御白洲での対決
　内済の目途が立たず、佐藤甚兵衛と渡辺
新兵衛は取扱人辞退を佐屋代官に申し出
た。
　ここに至って、1812 年（文化 9 年）2 月
3 日勘定奉行所
に双方が呼び出
され、勘定奉行
山吹儀兵衛の前
で尋問が行われ
た。訴人方は林
蔵・茂吉他 2名、
相手方は勘左衛
門の忰嘉蔵が出
廷した。
　新開再築に
至った経過、新田出来の勘定など種々のお
尋ねに返答や相手方への反論があり、最後
に勘定奉行から「嘉蔵（勘左衛門忰）彼是申
し立てても証拠なく、訴訟方も諸帳面なく
不相当の申立て、水掛論にて実非相分り難
く甚以て不束の至り」と、期限を切って内
済するよう仰せ渡された。
　佐藤甚兵衛らは引続き取扱人として「勘
左衛門自力築立できず茂吉・林蔵へ頼んだ
ことを忘れ彼是言うは不束だが、新開一件
につき身体没落渡世の手段なく難渋見るに
忍びず、金 50 両助成金を以て和熟させた
く」と双方の熟談に臨み、ようやく内済に
こぎつけた。その内容が【史料 6】である。
（5）内済の成立
【史料 6】　
　　　　乍恐御達申上候
知多郡生路村地先新開、須賀村浅野勘左
衛門築損、鯏浦村茂吉・平嶋新田林蔵相
頼右両人ゟ再築立仕候、代金六百三両三
分銀弐分壱厘相懸り候由之処、内輪彼是
差揉勘定相立不申出入およひ、茂吉・林
蔵ゟ当御陣屋江御訴詔奉申上候処、私共
内済取扱被仰付双方懸合及候得共、勘弁
方行違内済相整不申御断奉申上候処、当
図 3　御白州での席次
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三月御勘定所ゟ内済取扱被仰渡、双方渡
合熟談之上、新開一円千両之見込を以、
地所五分通代金五百両之積茂吉・林蔵江
相渡、残而百三両三分銀弐分壱厘之内、
私共ゟ内輪金子五拾両助精仕、金三拾七
両弐分勘左衛門忰嘉蔵出金仕、不足分六
拾六両壱分銀弐分壱厘茂吉初内輪仲満之
者共取賄、都合金六百三両三分銀弐分壱
厘之積を以金主江相渡、残地所五分通勘
左衛門相扣候筈、尤新開皆出来之上上納
可仕金八拾両之儀ハ茂吉・林蔵ゟ四拾両、
勘左衛門ゟ四拾両上納可仕旨取極双方聊
無申分熟談内済仕候、仍之御達奉申上候
以上
　　申（文化 9年）四月　　
 佐屋村　佐藤甚兵衛
　　　　　　　　　　津嶋村　渡辺新兵衛
　　岡勝右衛門様 御陣屋
　勘定奉行所へも同内容の御達書が出され
た。再築立入用金は金 603 両 3 分銀 2 分 1
厘と認定。新開地所一円を代金千両に見込
み、地所半分を代金 500 両の積りとして茂
吉・林蔵へ渡し、残り金 103 両 3 分余は、
取扱人が金 50 両を勘左衛門に助成して勘
左衛門が 37 両 2 分を出金、茂吉・林蔵ら
仲間が 66 両 1 分余を出金、都合金 603 両
3 分余の積りを以て茂吉・林蔵より金主の
服部茂左衛門へ渡す。残り地所半分は勘左
衛門の控とする。又新田出来後の上納金
80 両は勘左衛門と茂吉・林蔵双方半分ず
つの負担とした。
　一見、茂吉・林蔵らには益がないように
見えるが、共同の出資者である服部茂左衛
門と一体と考えてよい。また、上納金 80
両は新開新田の収穫から上納を見込んだ。
　この年 8月、双方が交わした一札が愛西
市所蔵の服部家文書にある。新開の北半分
は茂吉・林蔵らの控、南半分は浅野勘左衛
門の控とし、双方立合い地分けの杭を立て、
堤通り普請・溜池・用水井道など今後の新
田運営について申合わせ、当初築立を願い
出た 17 町歩の内築き残りの土地も半分ず
つとした。
　以上が、佐藤家文書にみる生路新田の開
発とその後の訴訟の経過である。これまで
『佐屋町史』所収の服部家文書によって知
られたこの訴訟は、取扱人佐藤甚兵衛によ
る「知多郡生路新田史料」によって双方の
主張、とりわけ開発願主浅野勘左衛門の主
張と訴訟の経過が明らかになったことで、
内済の結果が納得できるものになった。
3．もうひとつの生路新田史料
　東浦町生路区文書の中にも、生路新田に
関する史料がある。先の訴訟が決着してか
ら 30 年後の 1842 年（天保 13 年）10 月、勘
左衛門後家きくが生路村徳右衛門始め四人
を相手取り、新田築き残り地所分の地代金
返還を求めておこした訴訟の村控である。
新田を開発した勘左衛門と女房はすでに死
去しているので（『佐屋町史』）、勘左衛門
後家きくとは、跡をとった忰嘉蔵の後家の
ことであろうか。
　この間に、先に 2分割した生路新田（午
新田）の持主は次のように変遷した。
〇茂吉・林蔵分→服部茂左衛門→金 675 両
で生路村久右衛門・新三郎へ→村方小割
〇浅野勘左衛門分→佐屋村佐藤甚兵衛→佐
藤竹四郎→金 900 両で生路村忠治へ→徳
右衛門ら 4人
　勘左衛門後家きくの主張は、勘左衛門は
地代金や上納金のすべて合計金 330 両を出
した（実際は半分）、その内築き残り分に
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あたる金 221 両余と願主料を勘左衛門分の
新田を取得した徳右衛門ら 4人に支払えと
いうものであった。
　当時、後家きくは須賀村を離れ、名古屋
城下門前町の借家で幼い子どもを抱えて困
窮していると言う。この訴訟を裏で主導し
たのは、勘左衛門に金を貸していた鯏浦村
の伊左衛門という男であった。伊左衛門は
先の新田開発の築き残り地が開発されてい
ることを知り、2年ほど前から度々生路村
を訪れ訴訟の準備をしていた。
図 4　新田築立区域
　上図は、勘左衛門後家きくが願書に添付
したものである。東南外側の線は最初勘左
衛門が築立を計画していたと主張する 27
町歩余の線。真ん中は新田開発の許可を受
けた 17 町歩の線。一番内側は勘左衛門と
茂吉・林蔵らが開発した 11 町歩の線であ
る。後家きくと親類は、築き残り地は誰に
も譲渡しておらず、このような売買や新田
築立は「横取り」「盗築」であると言い募っ
た。
　これに対し生路村の徳右衛門ら 4人が鳴
海陣屋へ出した反論の願書が【史料 7】、勘
左衛門分の土地譲渡証文の写が【史料 8】で
ある。
【史料 7】　
　　　　乍恐御答旁奉願上候御事
当村地先新開所之儀ニ付、今般海東郡須
賀村勘左衛門後家ゟ奉願上候願書類三
通・図面弐枚都合五枚御渡被成、御尋之
趣奉畏候、右ハ勘左衛門江先年御願済之
場所、同人築立残御地代金䮒願主料私共
ゟ可差出旨、種々申立有之候へ共、文政
五午年閏正月右新田之内五分通り蟹江新
町村佐藤竹四郎ゟ代金九百両ニ譲受、同
八酉年十一月右残り五分通善太新田服部
茂左衛門ゟ代金六百七十五両ニ譲受申候
処、右二通之譲証文面ニ堤外築残地所共
与有之候付、前顕代金合而千五百七十五
両之内江相籠り、勘左衛門築残場所御地
代金・願主料共私共手前より出金筋相済
居候付、勘左衛門後家ゟ私共相手取彼是
申聞候筋少も無御座候、（後略）
　　寅（天保 13 年）十月　知多郡生路村
 吉右衛門
 佐右衛門
　　鳴海 新三郎　
　　　御陣屋 徳右衛門
【史料 8】
　　　譲渡申田地証文之事
所ハ知多郡生路村地先新開之内五分通リ我等扣不残
一　御前畝反数 印
　　此細間田地七
印
畝五
印
反歩　　外芦竿ニ而
　　　　　　　　八百三拾七歩、服部茂左衛門
　　　　　　　　扣之内雨池ニかり受有之候事
　　䮒堤汐除、作場道、用悪水、堤外
　　　築残地共不残
　　地代文金九
印
百両也
右田地拙者扣罷在候処、為摸通譲り度候、
付而ハ貴殿御所望ニ付、右田地不残今般譲
渡申候所実
印
正也、（後略）
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　文政五壬午年閏正月　
　　　　　蟹江新町村田地譲主
　　　　　　　　　　　佐藤竹四郎　印
　　　　　同所同断　　佐藤弥四郎　印
　　　　　石濱村証人　神谷東九郎　印
　　生路村 忠次郎殿
　徳右衛門らは、2分割された午新田の譲
渡証文にはそれぞれ「堤外築残地所共」と
あり、割高の代金の内には築き残り地の地
代金と願主料も含まれているから後家きく
の訴えは筋違いと主張した。
　一同は町方役所に召出され、新田譲渡証
文も提出した。訴訟の取扱人たちは生路村
方が最大の根拠とした証文中の「堤外築残
地所共」という文言に対し、新田代金の受
渡しが済んだ後に頼んで書き加えたもの
で、築き残りの地代金は別に差し出すべき
と生路村方に申し入れ、内済は行き詰った。
　現在この譲渡証文は写ししか残っておら
ず、問題の文言が後筆かどうかは判別でき
ないが、先にふれた新田を最初に分割した
時の文書（愛西市所蔵服部家文書）に「新田
築残之儀も半分宛ニ相定」と明記されてお
り、徳右衛門らの主張どおり新田と築き残
り地はセットで譲渡されたようである。
　出訴から 3年後、根負けした徳右衛門ら
は金 50 両を支払うことで決着をはかった。
【史料 9】は、勘左衛門後家きくが取扱人へ
出した金子受取証文である。
【史料 9】　
　　　　差入証文一札之事
知多郡生路村地先キ築残り地所八町余之
御地代金之儀ニ付、去ル寅十一月右村徳
右衛門始メ四人之者相手取町　御奉行
所江御訴訟申上候処、双方共被　召出御
吟味中各々方三人熟済方被　仰付候処、
各々方ゟ佐藤又助殿江御理解被成下、同
人ゟ徳右衛門初之者江申談ニ相成、金五
拾両御請取被成勘左衛門後家きく江右之
金子御渡し被下重々難有慥ニ請取申候、
然ル処善太新田服部茂左衛門分之儀も有
之候ニ付、亦々増金之儀申立候ニ付、各々
方御取扱人ニ而金拾両被指出都合六拾両
慥ニ請取申候、（後略）
　　弘化元年　　門前町之内
　　　辰十二月　　勘左衛門後家きく（印）
　　　　　　　　親類　　　　　嘉助（印）
　　　　　　　　同　　　　　　治助（印）
　　海東郡蟹江本町　鈴木新助殿
　　知多郡成実新田　増蔵殿
　　海西郡西条村　　嘉平次殿
　勘左衛門後家きくと親類は、徳右衛門ら
4 人より金 50 両、更に服部茂左衛門方分
の増し金を申立てたため取扱人が金 10 両
出し、都合金 60 両受け取った。結局は、
解決金を渡す事で訴訟は終わった。
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